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(57)【要約】
【課題】簡単な構成で広配光を実現することにより、小
型化及び軽量化を妨げることなく、安価に広配光を得る
灯具、及びこの灯具を備えた照明装置を提供することを
目的とする。
【解決手段】光源部６が配置される光源配置部３０と、
光源配置部３０の周囲から光源部６の発光向きと反対向
きに設けられた環状の周部３３とを有する本体部３と、
一つの部品で構成され、光源部６を覆った状態で本体部
３に取り付けられた透光性のカバー４であって、カバー
４の最大径より小さい径の開口が形成され、開口の縁部
であるカバー取付部４３が周部３３の外側に取り付けら
れたカバー４とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源部が配置される光源配置部と、前記光源配置部の周囲から前記光源部の発光向きと
反対向きに設けられた環状の周部とを有する本体部と、
　一つの部品で構成され、前記光源部を覆った状態で前記本体部に取り付けられた透光性
のカバーであって、前記カバーの最大径より小さい径の開口が形成され、前記開口の縁部
であるカバー取付部が前記周部の外側に取り付けられたカバーと
を備える灯具。
【請求項２】
　前記周部は、
　前記光源配置部の周囲から前記発光向きと反対向きに設けられた環状の周壁部と、
　前記周壁部の根元から突き出た環状の底面部と、
　前記周壁部の少なくとも一部から突き出た取付凸部であって、前記底面部に対向する対
向部を有する取付凸部と
を備え、
　前記カバー取付部は、
　前記開口の縁部から内側に向かって突き出たカバー凸部であって、前記対向部と前記底
面部との間に止められているカバー凸部を有する請求項１に記載の灯具。
【請求項３】
　前記周部は、
　前記底面部の一部に溝部を有し、
　前記カバーは、
　前記カバー凸部から前記発光向きと反対向きに設けられた取付爪部であって、前記溝部
の内部に挿入されている取付爪部を有する請求項２に記載の灯具。
【請求項４】
　前記カバー取付部の前記カバー凸部は、
　前記周壁部からの張出し寸法が、前記カバーの厚さ寸法よりも小さい請求項３に記載の
灯具。
【請求項５】
　前記カバー取付部の前記カバー凸部は、
　前記周壁部からの張出し寸法が、前記周部の前記取付凸部の張出し寸法以上である請求
項３から４のいずれか１項に記載の灯具。
【請求項６】
　前記カバー取付部の前記カバー凸部は、
　前記開口の縁部に複数形成された請求項３から５のいずれか１項に記載の灯具。
【請求項７】
　前記カバー取付部の前記取付爪部は、
　前記カバー凸部からの立ち上がり寸法が、前記カバーの厚さ寸法よりも小さい請求項３
から６のいずれか１項に記載の灯具。
【請求項８】
　前記カバー取付部の前記取付爪部は、
　前記カバー凸部からの立ち上がり寸法が、前記溝部の深さ寸法以下である請求項３から
７のいずれか１項に記載の灯具。
【請求項９】
　前記カバー取付部の前記取付爪部の周方向の幅は、前記溝部の周方向の幅以下である請
求項３から８のいずれか１項に記載の灯具。
【請求項１０】
　前記カバー取付部において前記取付爪部が形成された周方向の延べ角度は、前記周部に
おいて前記溝部が形成された周方向の延べ角度よりも小さい請求項３から９のいずれか１
項に記載の灯具。
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【請求項１１】
　請求項１から１０のいずれか１項に記載の灯具と、前記灯具が取り付けられる照明器具
とを備えた照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ：発光ダイオード）を
用いた灯具及び灯具を用いた照明装置に関する。特に、電球形ランプである灯具における
カバーと本体部との取付け構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、光源としてＬＥＤが用いられ、ミニクリプトン電球に置換え可能な小形ＬＥＤラ
ンプの広配光化技術が開示されている。
　特許文献１から特許文献３には、導光体を用いて広配光化を目指した小形ＬＥＤランプ
が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－２３５８０２号公報
【特許文献２】特許第５６８６１９８号公報
【特許文献３】特許第５１７８９３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１では、広配光化を目的として、グローブ内部に加工を施した技術が開示され
ている。
　特許文献２では、グローブを複数に分割し、配光領域を広げる技術が開示されている。
　特許文献３では、広配光化を目的として、グローブの内部に導光材料を配置する技術が
開示されている。
　特許文献１から特許文献３に開示されている技術は、いずれも複雑な構成を要するため
、小型化及び軽量化をすることができないという課題がある。
【０００５】
　本発明は、簡単な構成で広配光を実現することにより、小型化及び軽量化を妨げること
なく、安価に広配光を得る灯具、及びこの灯具を備えた照明装置を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る灯具は、光源が配置される光源配置部と、前記光源配置部の周囲から前記
光源の発光向きと反対向きに設けられた環状の周部とを有する本体部と、一つの部品で構
成され、前記光源を覆った状態で前記本体部に取り付けられた透光性のカバーであって、
前記カバーの最大径より小さい径の開口が形成され、前記開口の縁部であるカバー取付部
が前記周部の外側に取り付けられたカバーとを備える。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る灯具によれば、光源が配置される光源配置部の周囲から光源の発光向きと
反対向きに設けられた環状の周部を有する本体部と、一つの部品で構成され、光源を覆っ
た状態で本体部に取り付けられた透光性のカバーであって、カバーの最大径より小さい径
の開口が形成され、開口の縁部であるカバー取付部が周部の外側から取り付けられたカバ
ーとを備えるので、灯具の小型化及び軽量化を妨げることなく、安価に広い配光を得る灯
具を提供することができる。
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【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態１に係る灯具１００の分解斜視図。
【図２】実施の形態１に係る灯具１００の斜視図。
【図３】実施の形態１に係る灯具１００を示す図であり、（ａ）が平面図、（ｂ）が底面
図。
【図４】実施の形態１に係る灯具１００を示す図であり、（ａ）が正面図、（ｂ）が図３
の（ａ）のＡ－Ａ断面図、（ｃ）が図３の（ａ）のＢ－Ｂ断面図。
【図５】実施の形態１に係る本体部３を示す図であり、（ａ）は上部から見た斜視図、（
ｂ）は下部から見た斜視図。
【図６】実施の形態１に係る本体部３を示す図であり、（ａ）が平面図、（ｂ）が底面図
。
【図７】実施の形態１に係る本体部３を示す図であり、（ａ）が正面図、（ｂ）が図６の
（ａ）のＥ－Ｅ断面図、（ｃ）が図６の（ａ）のＦ－Ｆ断面図。
【図８】実施の形態１に係る本体部３を示す図であり、（ａ）が図７の（ｂ）のＡ部拡大
図、（ｂ）が図７の（ｃ）のＢ部拡大図。
【図９】実施の形態１に係るカバー４の斜視図。
【図１０】実施の形態１に係るカバー４を示す図であり、（ａ）が平面図、（ｂ）が底面
図。
【図１１】実施の形態１に係るカバー４を示す図であり、（ａ）が正面図、（ｂ）が図１
０の（ａ）のＤ－Ｄ断面図、（ｃ）が図１０の（ａ）のＣ－Ｃ断面図。
【図１２】実施の形態１に係るカバー４を示す図であり、（ａ）が図１１の（ｃ）のＱ部
拡大図、（ｂ）が図１１の（ｂ）のＰ部拡大図。
【図１３】実施の形態１に係る本体部３とカバー４との取付け構造を示す図。
【図１４】実施の形態１に係る本体部３とカバー４との取付け構造を示す図であり、（ａ
）が図４の（ｃ）のＱ１部拡大図、（ｂ）が図４の（ｂ）のＰ１部拡大図。
【図１５】実施の形態１に係る本体部３とカバー４との取付け構造を示す図であり、（ａ
）は本体部３とカバー４との取付け構造を軸Ｏの周方向に切った断面図、（ｂ）が本体部
３とカバー４との取付け構造を軸Ｏに直交する面で切った断面図。
【図１６】本実施の形態に係る灯具１００を装着した照明装置３００を示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態について、図を用いて説明する。なお、以下に説明する実施
の形態によって本発明が限定されるものではない。また、以下の図面では各構成部材の大
きさの関係が実際のものとは異なる場合がある。また、実施の形態の説明において、上、
下、左、右、前、後、表、裏といった方向あるいは位置が示されている場合、それらの表
記は、説明の便宜上、そのように記載しているだけであって、装置、器具、部品等の配置
や向き等を限定するものではない。
【００１０】
　実施の形態１．
＊＊＊灯具１００の構成の説明＊＊＊
　図１は、本実施の形態に係る灯具１００の分解斜視図である。
　図２は、本実施の形態に係る灯具１００の斜視図である。
　図３は、本実施の形態に係る灯具１００を示す図であり、（ａ）が平面図、（ｂ）が底
面図である。
　図４は、本実施の形態に係る灯具１００を示す図であり、（ａ）が正面図、（ｂ）が図
３の（ａ）のＡ－Ａ断面図、（ｃ）が図３の（ａ）のＢ－Ｂ断面図である。
【００１１】
　灯具１００は、口金１と、内部筐体２と、本体部３と、カバー４と、電源部５と、光源
部６とを有する。



(5) JP 2017-27851 A 2017.2.2

10

20

30

40

50

　図１に示すように、灯具１００の中心軸を軸Ｏとする。
　軸Ｏと平行な方向を軸方向あるいは矢印Ｚの方向（Ｚ方向）という。軸方向の一端とは
、図４の（ａ）において、上部をいう。軸方向の他端とは、図４の（ａ）において、下部
をいう。
　灯具１００の上部側への向きを、上方あるいは発光向きという。また、灯具１００の下
部側への向きを、下方あるいは発光向きの反対向きという。なお、光源が発する光の向き
を発光向きという。
　軸Ｏと直交する方向を径方向という。図３に示すように、矢印Ｘの方向（Ｘ方向）、矢
印Ｙの方向（Ｙ方向）は径方向の一例である。また、軸Ｏの周囲を回転する方向を周方向
という。
　灯具１００は、具体的には、ＬＥＤを光源として用いたミニクリプトンタイプの小型電
球である。
【００１２】
　図４の（ａ）に示すように、本実施の形態に係る灯具１００では、広配光を目的として
いるため、本体部３とカバー４との境界は口金１の側に移動している。
　灯具１００の高さ寸法Ｌ１に対するカバー４の高さ寸法（Ｌ６＋Ｌ７＋Ｌ８＋Ｌ９＋Ｄ
１）の割合は、３７％～４３％である。特に３９％～４１％が望ましい。
【００１３】
＜口金１、電源部５、内部筐体２、光源部６の説明＞
　口金１は、具体的にはＥ１７の口金である。口金１は、内部筐体２の下部のネジ部２１
０にねじ込まれ、内部筐体２に取り付けられる。口金１は、ネジ部１０、アイレット部１
２、アイレット孔１３を有する。口金１は、照明器具のソケットから受電する受電部とも
いう。
【００１４】
　電源部５は、筒状の内部筐体２の収容部２２０に収納される。
　電源部５は、点灯回路基板５０を有する。電源部５には外部電力入力線８を介して口金
１から電力が供給され、光源部６を点灯させる。電源部５は、光源部６を点灯させる点灯
回路、駆動回路ともいう。
【００１５】
　内部筐体２は、外周部２１と内周部２２とを有する筒状の筒部２０と、筒部２０の上部
を塞ぐ蓋部２５とを有する。
　蓋部２５は、蓋部２５を筒部２０に固定するためのネジを貫通させるネジ貫通孔２６と
、電線を貫通させる電線貫通孔２７とが形成される。蓋部２５は、樹脂などの絶縁材によ
り形成される。
　筒部２０の外周部２１には、内部筐体２を本体部３に挿入する際のガイドとなる挿入ガ
イド凸部２１２と、本体部３の下部に係止される鍔部２１１とを備える。本体部３と口金
１の間には、内部筐体２の鍔部２１１が露出する。
　また、筒部２０の内周部２２には、蓋部２５をネジ止めしたり、収容部２２０に電源部
５を配置するためのリブ２２１、第１凸部２２３等が形成される。筒部２０は、樹脂など
の絶縁材により形成される。
　内部筐体２は、絶縁筐体、樹脂筐体、ハウジングともいう。
【００１６】
　光源部６は、本体部３の光源配置部３０に取り付けられる。
　光源部６は、光源回路基板６０と、光源回路基板６０の実装部６１に実装される光源素
子６７とを備える。光源素子６７は、具体的には、ＬＥＤである。また、光源回路基板６
０には、ネジ貫通孔６５が形成され、ネジ７を用いて本体部３に取り付けられる。光源部
６は、実装部６１の裏面である熱伝達部６２と光源配置部３０とが当接した状態で、光源
配置部３０に固定される。
　また、光源回路基板６０には、電源部５に接続された電線を挿通させる電線挿通孔６６
が形成される。
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【００１７】
＜本体部３の説明＞
　図５は、本実施の形態に係る本体部３を示す図であり、（ａ）は上部から見た斜視図、
（ｂ）は下部から見た斜視図である。
　図６は、本実施の形態に係る本体部３を示す図であり、（ａ）が平面図、（ｂ）が底面
図である。
　図７は、本実施の形態に係る本体部３を示す図であり、（ａ）が正面図、（ｂ）が図６
の（ａ）のＥ－Ｅ断面図、（ｃ）が図６の（ａ）のＦ－Ｆ断面図である。
　図８は、本実施の形態に係る本体部３を示す図であり、（ａ）が図７の（ｂ）のＡ部拡
大図、（ｂ）が図７の（ｃ）のＢ部拡大図である。
【００１８】
　図１から図８を用いて、本体部３の構成について説明する。
　本体部３は、光源部６が配置される光源配置部３０と、光源配置部３０の周囲から光源
部６の発光向きと反対向きに設けられた環状の周部３３とを有する。
　本体部３は、熱伝導性を有する金属などの材料で形成され、外部筐体、熱伝導筐体、放
熱部ともいう。なお、本体部３は熱伝導性を有する材料であれば、金属でなくても構わな
い。
【００１９】
　光源配置部３０は、本体部３の上面部であり、光源回路基板６０の裏面である熱伝達部
６２が当接した状態で取り付けられる。
　また、本体部３は、内部筐体２を内部に収納する筒部３６を備える。筒部３６の下部の
開口端部３６５から内部筐体２が挿入される。
　筒部３６は、周部３３と連結され、周部３３から下方に向かって徐々に径が小さくなる
錐状部３６１と、錐状部３６１から下方に形成された円筒形の円筒部３６０とを備える。
円筒部３６０の下端部が開口端部３６５となる。
　筒部３６は、外周面である外周部３６２、内周面である内周部３６３を備える。内周部
３６３には、凹みである挿入ガイド凹部３６４が形成される。挿入ガイド凹部３６４は、
内部筐体２の挿入ガイド凸部２１２と係合して、内部筐体２における筒部３６への挿入を
ガイドする。
【００２０】
　光源配置部３０は、光源部６の光源回路基板６０と当接する取付面部３７を有する。
　光源配置部３０には、光源部６が取り付けられた場合に、光源回路基板６０のネジ貫通
孔６５と連通するネジ貫通孔３１と、光源回路基板６０の電線挿通孔６６と連通する電線
貫通孔３２とが形成される。
　光源回路基板６０のネジ貫通孔６５及び電線挿通孔６６の形、光源配置部３０のネジ貫
通孔３１及び電線貫通孔３２の形は、図１、図５、あるいは図６の形でなくてもよく、他
の形でも構わない。
【００２１】
　周部３３は、光源配置部３０の周囲から光源部６の発光向きと反対向きに設けられる。
周部３３は、カバー４を本体部３に取り付ける本体取付部である。
　周部３３は、光源配置部３０の周囲から発光向きと反対向きに設けられた環状の周壁部
３４と、周壁部３４の根元から突き出た環状の底面部３５と、周壁部３４の少なくとも一
部から突き出た取付凸部３４０とを備える。また、取付凸部３４０は、底面部３５に対向
する対向部３４３（図８参照）を有する。また、周部３３は、底面部３５の一部に溝部３
５０を有する。
【００２２】
　周壁部３４は、光源配置部３０の周囲から下方に形成された環状の壁部である。
　図６の（ａ）に示すように、取付凸部３４０は、周壁部３４の４か所に等間隔で設けら
れる。なお、取付凸部３４０の取り付け位置、取付凸部３４０の数については、図６の（
ａ）に限らない。周壁部３４の２箇所、３箇所でもよく、４箇所以上でもよい。また、等
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間隔でなくてもよい。
　また、隣り合う２つの取付凸部３４０の間には、カバー４の周部３３への取り付けをガ
イドする取付ガイド部３４４が形成される。本実施の形態では、取付凸部３４０は４箇所
形成される。
【００２３】
　図８の（ａ）に示すように、取付ガイド部３４４は、光源配置部３０から連続して下方
に傾斜する傾斜部３４５と、傾斜部３４５の下端部から下方に略垂直に形成された外周部
３４６とを有する。外周部３４６は、下方に向かって略広がるように傾斜していてもよい
。その場合、外周部３４６の傾斜角は傾斜部３４５の傾斜角よりも十分に小さいものとす
る。
【００２４】
　底面部３５に形成される溝部３５０は、底面部３５における取付ガイド部３４４の部分
に形成される。
　図６の（ａ）及び図８の（ａ）に示すように、溝部３５０は、内周部３５１と、外周部
３５２と、底部３５３と、両側の側端部３５４を備える。両側の側端部３５４を側端部３
５４ａ，３５４ｂとする。
【００２５】
　図８の（ｂ）に示すように、取付凸部３４０は、光源配置部３０から連続して下方に傾
斜する傾斜部３４１と、傾斜部３４１の下端部から下方に略垂直に形成された外周部３４
２と、外周部３４２の下端部から本体部３の内側に向かって周壁部３４まで形成された対
向部３４３と有する。
　対向部３４３は、底面部３５と対向する。対向部３４３は、カバー４を係止する係止部
ともいう。
【００２６】
＜カバー４の説明＞
　図９は、本実施の形態に係るカバー４の斜視図である。
　図１０は、本実施の形態に係るカバー４を示す図であり、（ａ）が平面図、（ｂ）が底
面図である。
　図１１は、本実施の形態に係るカバー４を示す図であり、（ａ）が正面図、（ｂ）が図
１０の（ａ）のＤ－Ｄ断面図、（ｃ）が図１０の（ａ）のＣ－Ｃ断面図である。
　図１２は、本実施の形態に係るカバー４を示す図であり、（ａ）が図１１の（ｃ）のＱ
部拡大図、（ｂ）が図１１の（ｂ）のＰ部拡大図である。
【００２７】
　カバー４は、一つの部品で構成された透光性を有するカバーである。カバー４は、光源
部６を覆った状態で本体部３に取り付けられる。
　図１１に示すように、カバー４は、カバー４の最大径Ｗ１より小さい径の開口４０１が
形成される。開口４０１の縁部であるカバー取付部４３が本体部３の周部３３の外側に取
り付けられる。カバー取付部４３の径Ｗ２８は、カバー４の径Ｗ１より小さい。
　カバー４は、光透過部、透光部、光拡散部、グローブともいう。
　カバー取付部４３は、開口４０１の内側に向かって突き出たカバー凸部４５であって、
本体部３の対向部３４３と底面部３５との間に止められているカバー凸部４５を有する（
図１４の（ａ）参照）。
　また、カバー４は、カバー凸部４５から発光向きと反対向きに設けられた取付爪部４６
であって、溝部３５０の内部に挿入されている取付爪部４６を有する（図１４の（ｂ）参
照）。
　カバー４は、カバー取付部４３が本体取付部である周部３３に対し、周部３３の外側か
ら係合して取り付けられる。
　カバー４と本体部３との取付け構造については後で説明する。
【００２８】
　図９に示すように、カバー４は、外側が略球体の外形をなし内側に略球体の内部空間が
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形成された主部４０と、主部４０の最大径Ｗ１より小さい径Ｗ２８であり主部４０の一部
に形成されたカバー取付部４３とを有する。カバー取付部４３は、具体的には、主部４０
に形成された開口４０１の縁部である。
　主部４０は、光を出射する光出力部である。主部４０は、外側面である外周部４１と、
内側面である内周部４２とを有する。
【００２９】
　カバー４は、外周部４１におけるカバー取付部４３の近傍に、環状の凹部４１０が形成
される。
　図１２の（ａ）に示すように、凹部４１０は、上面部４１２と、下面部４１１と、底部
４１３とを備える。
　カバー４は、開口４０１の径がカバーの最大径Ｗ１より小さいため、複雑な構成の金型
を必要とするインジェクション成形（射出成形）よりもブロー成形（中空成形）が製造方
法として適している。ブロー成形では、気体を吹き込む工程において気圧によって樹脂材
料が金型から外れることがないように金型と係合させる必要があり、金型と係合させるよ
うに形成された凹部４１０はブロー成形において好適な態様である。換言すると、カバー
４は、凹部４１０により、気体を吹き込む工程において樹脂材料の移動を規制することが
できる。
　カバー４は、具体的には、ポリカーボネートなどの樹脂により形成される。その他の樹
脂でもよい。
【００３０】
　カバー取付部４３は、主部４０の最大径Ｗ１より小さい径である開口４０１の外側に環
状に主部４０と一体的に形成される。
　カバー取付部４３は、本体部３の底面部３５に当接する当接面部４４と、当接面部４４
に沿って開口４０１の中心に向かって張出したカバー凸部４５とを有する。
　カバー４は、カバー取付部４３のカバー凸部４５が周部３３の取付凸部３４０に係合す
ることにより、本体部３に取り付けられる。
【００３１】
　図１１の（ｂ）（ｃ）及び図１２に示すように、カバー取付部４３のカバー凸部４５は
、周壁部３４からの張出し寸法Ｗ３０がカバー４の最大の厚さ寸法Ｄ１よりも小さいこと
が好ましい。
　また、図８の（ｂ）及び図１２に示すように、カバー取付部４３のカバー凸部４５は、
張出し寸法Ｗ３０が周部３３の取付凸部３４０の張出し寸法Ｗ３６以上であることが好ま
しい。すなわち、カバー凸部４５の張出し寸法Ｗ３０は、取付凸部３４０の張出し寸法Ｗ
３６と同じ、あるいは取付凸部３４０の張出し寸法Ｗ３６より大きいことが好ましい。
【００３２】
　カバー凸部４５は、開口４０１の縁部に環状に形成される。また、カバー凸部４５は、
開口４０１の縁部に複数形成されてもよい。つまり、カバー凸部４５は、複数に分割され
て形成されていてもよい。カバー凸部４５が複数に分割される場合は、カバー４が本体部
３に取り付けられる際に本体部３の取付凸部３４０に対応する位置に、カバー凸部４５を
形成する。
【００３３】
　カバー取付部４３は、主部４０と一体的に形成され、当接面部４４から当接面部４４の
法線方向に立設させた取付爪部４６を有する。この取付爪部４６は、周部３３の溝部３５
０に挿入される。
　図１２の（ｂ）に示すように、取付爪部４６は、内周部４６０と、外周部４６１と、先
端部４６２と、両側の側端部４６３とを備える。図９に示すように両側の側端部４６３を
、側端部４６３ａ，４６３ｂとする。取付爪部４６は、軸Ｏの周方向を切った断面が略三
角形である。なお、取付爪部４６の軸Ｏの周方向を切った断面は、略三角形以外でも構わ
ない。取付爪部４６は、断面が略三角形形となっているので、本体部３の溝部３５０に挿
入し易い。
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【００３４】
　図１１の（ｂ）（ｃ）及び図１２の（ｂ）に示すように、取付爪部４６は、カバー凸部
４５から立ち上がる立設寸法Ｌ２６がカバー４の最大の厚さ寸法Ｄ１よりも小さいことが
好ましい。
　また、図８の（ａ）及び図１２の（ｂ）に示すように、取付爪部４６は、立設寸法Ｌ２
６が溝部３５０の深さ寸法Ｌ２４以下であることが好ましい。
【００３５】
　取付爪部４６は、環状のカバー凸部４５の一部に形成される。取付爪部４６は、カバー
４が本体部３に取り付けられる際に、本体部３の溝部３５０に対応する位置に形成される
。
　カバー取付部４３において取付爪部４６が形成される周方向の延べ角度は、本体部３の
周部３３において溝部３５０が形成される周方向の延べ角度よりも小さい。すなわち、開
口４０１の環状の縁部に対して取付爪部４６が形成される部分の割合は、周部３３に対し
て溝部３５０が形成される部分の割合よりも小さくなるように形成される。
　また、図１１に示す取付爪部４６の周方向の幅Ｗ２７は、図６の（ａ）に示す本体部３
の溝部３５０の周方向の幅Ｗ１９よりも小さいことが好ましい。すなわち、取付爪部４６
の周方向の長さは、本体部３の溝部３５０の周方向の長さよりも短いことが好ましい。な
お、取付爪部４６の周方向の長さと、本体部３の溝部３５０の周方向の長さとは略同一で
も構わない。
【００３６】
＊＊＊本体部３とカバー４との取付け構造について＊＊＊
　図１３は、本実施の形態に係る本体部３とカバー４との取付け構造を示す図である。
　図１４は、本実施の形態に係る本体部３とカバー４との取付け構造を示す図であり、（
ａ）が図４の（ｃ）のＱ１部拡大図、（ｂ）が図４の（ｂ）のＰ１部拡大図である。
　図１５は、本実施の形態に係る本体部３とカバー４との取付け構造を示す図であり、（
ａ）は本体部３とカバー４との取付け構造を軸Ｏの周方向に切った断面図、（ｂ）が本体
部３とカバー４との取付け構造を軸Ｏに直交する面で切った断面図である。
【００３７】
　まず、カバー取付部４３のカバー凸部４５と周部３３の取付凸部３４０との係合構造に
ついて説明する。
　図１３に示すように、カバー４のカバー取付部４３は、本体部３の周部３３の外側に取
り付けられる。
　図１４に示すように、カバー取付部４３は、周部３３の外側に、周部３３を外側から抱
え込むようにして周部３３に取り付けられる。
　周部３３の外側とは、周壁部３４の表面の側、かつ、底面部の上面の側を指す。
　よって、カバー取付部４３が周部３３に取り付けられると、周部３３は、カバー４によ
り覆われた状態となり、ほぼ外部から視認できなくなる。
　また、カバー４が本体部３に取り付けられると、カバー４の外周部４１と本体部３の外
周部３６２とが略連続した曲面を成し、灯具１００の意匠性が向上する。
【００３８】
　カバー取付部４３のカバー凸部４５と、周部３３の取付凸部３４０とは相互に係合する
。カバー取付部４３を含むカバー４は樹脂材料で形成されており可撓性、すなわち弾性を
有する。カバー取付部４３のカバー凸部４５は弾性変形を伴いながら周部３３の取付凸部
３４０に係合する。
【００３９】
　図１４の（ａ）は、図４の（ｃ）のＱ１部拡大図であり、カバー凸部４５と取付凸部３
４０とが係合している状態を示している。
　カバー凸部４５は、上面部４５０と、内周部４５１と、下面部４５２とを有する。下面
部４５２は、上述した当接面部４４である。
　カバー４が本体部３に上方から押し込まれると、カバー４は傾斜面である内周部４５１
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が傾斜部３４１と当接しながら下方に移動する。内周部４５１と傾斜部３４１とが当接す
るようにそれぞれの傾斜角を構成することが好ましい。カバー４の弾性力により、カバー
凸部４５は取付凸部３４０を乗り越える。そして、カバー凸部４５は、対向部３４３と周
壁部３４と底面部３５とにより形成された空間領域に嵌り込む。
　このとき、下面部４５２と底面部３５とが当接すると共に、上面部４５０は対向部３４
３により係止され、カバー４が本体部３に固定される。
【００４０】
　次に、カバー取付部４３の取付爪部４６と周部３３の溝部３５０との係合構造について
説明する。
　図１３に示すように、取付爪部４６と溝部３５０とが対応する位置にくるように、カバ
ー４が本体部３の上方から取り付けられる。
　図１４の（ｂ）に示すように、取付爪部４６は溝部３５０に挿入される。このとき、溝
部３５０の外周部３５２と、取付爪部４６の外周部４６１とが当接する。溝部３５０の外
周部３５２と取付爪部４６の外周部４６１とが当接するようにそれぞれの傾斜角を構成す
ることが好ましい。
【００４１】
　図６の（ａ）で説明したように、溝部３５０は、周部３３の底面部３５に部分的に形成
される。このように部分的に形成することによって、溝部３５０に嵌合した取付爪部４６
は、カバー４と本体部３との相互の回動を規制する。
　図１５の（ａ）（ｂ）に示すように、溝部３５０の周方向の幅Ｗ１９は、取付爪部４６
の周方向の幅Ｗ２７よりも大きく形成される。よって、溝部３５０の側端部３５４ａ，３
５４ｂと、取付爪部４６の側端部４６３ａ，４６３ｂとの間には、それぞれ隙間ＣＬ１，
ＣＬ２が形成される。このような構成により、取付爪部４６は溝部３５０内を隙間ＣＬ１
，ＣＬ２分しか回動することができず、周方向の回動が規制される。隙間ＣＬ１，ＣＬ２
は周方向の幅の最大値がＷ３４以下となる。
【００４２】
　本実施の形態に係る灯具１００では、外殻部に占めるカバー４の割合が大きいため、使
用者は灯具１００を照明器具２００に取り付けたり取りはずしたりするときに、カバー４
を握ることが想定される。上述の通り、カバー４と本体部３との相互の回動が規制される
ので、使用者が灯具１００を照明器具２００に取り付けたり取り外したりするときに、カ
バー４だけが空回りしてしまうことがなく、確実に取り付けと取り外しを行うことができ
る。
　なお、他の手段による回動規制が可能な場合は、溝部３５０は周部３３の底面部３５に
全周に渡って環状に形成してもよいものとする。この場合、金型による成形あるいは全周
切削によって、溝部３５０の形成に要する工数を削減することができる。
【００４３】
　溝部３５０及び取付爪部４６を複数箇所に設ける場合は、それぞれ異なる幅寸法にして
、カバー４の取付け角度、すなわち回転方向の向きを規制してもよい。具体的には、カバ
ー４の表面と本体部３の表面との両方に表示を施す場合に、カバー４と本体部３との相互
の位置決めをすることができる。よって、カバー４と本体部３との相互の位置関係が個々
の製品毎にばらつかないようにすることができる。
【００４４】
　本体部３の周部３３は、溝部３５０が形成される領域において周壁部３４が灯具１００
の中心軸Ｏ側に凹状に後退しており、カバー４を本体部３に取り付けるときの取付けガイ
ドの機能を有する。
　溝部３５０に適量の接着剤を充填し、取付爪部４６を接着固定することができる。接着
剤は溝部３５０に取付爪部４６を挿入（嵌合）しても溝部３５０の内部に留まり、カバー
４の主部４０の領域にはみ出さない量で管理される。主部４０の領域、すなわち内周部４
２及び外周部４１に接着剤がはみ出さないので光学特性を劣化させることはない。また、
灯具１００の外側に接着剤がはみ出さないので意匠性にも優れる。
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　また、本体部３の取付凸部３４０とカバー４のカバー凸部４５とを接着剤を用いて接着
固定する方法でもよい。ただし、カバー取付部４３を含むカバー４は樹脂材料で形成され
ており可撓性を有するため、取付凸部３４０にカバー凸部４５を係合させる際、カバー凸
部４５の弾性変形が復元する衝撃によって予め塗布されていた接着剤がカバー内部に飛散
する虞がある。そして、接着固定に必要となる充分な接着剤が残存しない状態で係合され
た場合は充分な接着効果を得られないおそれがある。また、ＬＥＤ６７などの光学要素に
飛散した接着剤が付着した場合は充分な光学特性を得られないおそれがある。さらに、取
付凸部３４０に塗布された接着剤をカバー凸部４５が拭い去ってしまい、灯具１００の外
側にはみ出して意匠性を損なうおそれもある。
　よって、溝部３５０に適量の接着剤を充填し、取付爪部４６を接着固定する方式が好ま
しい。
【００４５】
　次に、本体部３及びカバー４の各部の寸法について説明する。
　図６の（ａ）に示すように、本体部３の周部３３は、本体部３の最大径Ｗ１７の８０％
以上の領域に設けられることが好ましい。特に、本体部３の周部３３は、本体部３の最大
径Ｗ１７の８５％以上の領域に設けられることが好ましく、８６％以上の領域がより好ま
しい。
　周部３３の最大径Ｗ１７は、カバー４の最大径Ｗ１の９０％以下であることが好ましく
、８５％以下であることがより好ましい。
【００４６】
　また、周部３３は、最大高さ寸法（Ｌ２３＋Ｌ２４）（図８の（ａ）参照））が、本体
部３の高さ寸法（Ｌ２１＋Ｌ２２＋Ｌ２３）（図７の（ａ）参照））の２０％以下である
ことが好ましく、特に１６％以下であることがより好ましい。
【００４７】
＊＊＊本実施の形態に係る効果について＊＊＊
　一般にカバーの面積が小さい場合、光を拡散させたり広範囲に配光したりするために、
複雑な光学要素を必要とする。
　本実施の形態に係る灯具１００によれば、カバー４と本体部３との取付け構造を改良し
、光学部品を一つの筐体であるカバー４で構成することにより、灯具１００全体を簡素な
構成で実現することができる。また、カバー４が一体成形されるため、長期にわたって信
頼性が維持させることができる。
　具体的には、図４の（ａ）に示すように、灯具１００の長手方向において、外殻部分に
占める本体部３の比率を小さくし、外殻部分に占めるカバー４の比率を大きくしている。
【００４８】
　図１６は、照明器具２００に本実施の形態に係る灯具１００を装着した状態を示す図で
ある。
　図１６では、灯具１００と、灯具１００が取り付けられる照明器具２００とを備えた照
明装置３００の例を示している。
　照明器具２００は、灯具１００を装着するソケット２０１を備える。
　照明装置３００は、天井面などの取付部２０００に形成された取付孔４０００に取り付
けられた天井埋め込み型の照明装置である。
【００４９】
　特に、Ｅ１７タイプのような小型の口金を備えた小形ＬＥＤランプにおいて、照明器具
２００に対する適合率、装着性を向上させるためには、一般にミニクリプトン電球と呼ば
れる電球と同寸法、同形態であることが望まれる。
　本実施の形態に係る灯具１００の寸法と形態は、日本照明工業会が制定する規格ＪＥＬ
１１８に基づく以下のような型式ＰＳ３５の形態を前提とする。
球径（Ｗ１）：３５ｍｍ
長さ（Ｌ１）：７０ｍｍ以下
口金から光源（発光中心）までの距離（Ｌ１－Ｌ８－Ｌ９－Ｄ１）：５０ｍｍ以下
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【００５０】
　このため、本実施の形態に係る灯具１００では、広配光を目的としているため、本体部
３とカバー４との境界は口金１の側に移動し、境界部分の径（Ｗ１７、Ｗ２８）は一般的
な小形ＬＥＤランプに対して小さくなる。
　本実施の形態に係る灯具１００では、光学部品は１つのカバー４のみであり、この構成
で広配光を達成するために、以下の特徴を有する。
（１）光源素子６７は極力光源配置部３０の周縁部に配置する。
（２）光源素子６７とカバー４との距離（≒Ｌ８＋Ｌ９）（図４の（ｂ）参照）を確保す
る。すなわち、光源素子６７は、できるだけ口金１の側に配置する。
　つまり、光源配置部３０は一般的な小形ＬＥＤランプより縮径されるため、カバー４を
本体部３に取り付けるためのスペースに対して制約を受ける。このため、カバー４のカバ
ー取付部４３および本体部３の周部３３のそれぞれの形態と相互の関係に工夫が必要とな
る。
　具体的には、本実施の形態に係る灯具１００よれば、カバー４が本体部３を抱え込む構
造とすることにより、コンパクトな取付け構造を実現することができる。
【００５１】
　また、本実施の形態に係る灯具１００よれば、取付爪部４６と溝部３５０とにより、カ
バー４と本体部３との相互の回動規制を兼ねることができる。よって、簡単な構成で、使
用者が灯具１００を照明器具２００に取り付けたり取り外したりするときに、確実に取り
付けと取り外しを行うことができる。
【００５２】
　以上のように、本実施の形態に係る灯具１００によれば、小型化と軽量化を妨げること
なく、安価に広い配光を得る電球形ランプ、およびこの電球形ランプを備えた照明装置を
提供することができる。
【００５３】
＊＊＊他の構成＊＊＊
　なお、本実施の形態では光源素子６７としてＬＥＤを用いているが、ＬＥＤ以外の光源
素子でもよい。具体的には、光源素子として、有機ＥＬあるいはレーザーを用いてもよい
。
　灯具１００は、ＬＥＤを光源として用いたミニクリプトンタイプの小型電球を例として
説明したが、その他の形態の電球形ランプでも適用可能である。
　また、照明装置として埋め込み型照明装置を例として説明したが、その他の照明装置で
も構わない。
【００５４】
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、この実施の形態のうち、２つ以上を組
み合わせて実施しても構わない。あるいは、この実施の形態のうち、１つを部分的に実施
しても構わない。あるいは、この実施の形態のうち、２つ以上を部分的に組み合わせて実
施しても構わない。その他、この実施の形態を、全体としてあるいは部分的に、どのよう
に組み合わせて実施しても構わない。
　なお、上記の実施の形態は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物及び
用途の範囲を制限することを意図するものではなく、必要に応じて種々の変更が可能であ
る。
【符号の説明】
【００５５】
　１　口金、１０　ネジ部、１１　シェル接続部、１２　アイレット部、１３　アイレッ
ト孔、２　内部筐体、２０　筒部、２１　外周部、２１０　ネジ部、２１１　鍔部、２１
２　挿入ガイド凸部、２１３　電線配置溝、２２　内周部、２２０　収容部、２２１　リ
ブ、２２２　ネジ孔、２２３　第１凸部、２５　蓋部、２６　ネジ貫通孔、２７　電線貫
通孔、３　本体部、３０　光源配置部、３７　取付面部、３１　ネジ貫通孔、３２　電線
貫通孔、３３　周部、３４　周壁部、３４０　取付凸部、３４１　傾斜部、３４２　外周
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部、３４３　対向部、３４４　取付ガイド部、３４５　傾斜部、３４６　外周部、３５　
底面部、３５０　溝部、３５１　内周部、３５２　外周部、３５３　底部、３５４，３５
４ａ，３５４ｂ　側端部、３６　筒部、３６０　円筒部、３６１　錐状部、３６２　外周
部、３６３　内周部、３６４　挿入ガイド凹部、３６５　開口端部、４　カバー、４０　
主部、４０１　開口、４１　外周部、４１０　凹部、４１１　下面部、４１２　上面部、
４１３　底部、４２　内周部、４３　カバー取付部、４４　当接面部、４５　カバー凸部
、４５０　上面部、４５１　内周部、４５２　下面部、４６　取付爪部、４６０　内周部
、４６１　外周部、４６２　先端部、４６３，４６３ａ，４６３ｂ　側端部、５　電源部
、５０　点灯回路基板、６　光源部、６０　光源回路基板、６１　実装部、６２　熱伝達
部、６５　ネジ貫通孔、６６　電線挿通孔、６７　光源素子、７　ネジ、８　外部電力入
力線、１００　灯具、２００　照明器具、２０１　ソケット、３００　照明装置、２００
０　取付部、４０００　取付孔。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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